
池 田 市

池田市男女共同参画パンフレット

人と人との距離をとろう。
でも、

心の距離は近づけよう‼

女性も男性も、ともに豊かに輝く社会をめざして

ののの

新型コロナ感染拡大
防止対策

男女共同参画の視点から

喧嘩と DV の違い
　

 【喧嘩の場合】
言い合いをしたり、時には軽く叩くなど
手が出たりしても、相手とあなたは対等
の関係です。　　　　　　　

【ＤＶの場合】
相手はさまざまな暴力であなたをコント
ロールし、あなたを抑圧的に支配します。   

暴力の形態とその一例
　（身体的暴力）
　　・殴る・蹴る・突き飛ばす
　　・首をしめる
　　・腕をねじる
　　・髪の毛をひっぱり、引きずり回す
　　・刃物などをからだにつきつける
　　・物を投げつける　　　　　　　　
　（精神的暴力）
　　・大声でどなる
　　・子どもに危害を加えると言って脅す
　　・何を言っても無視して口をきかない
　　・人前で侮辱する
　　・実家や友人との付き合いを制限したり、電話や手紙をチェックする
　　・大切にしているものをこわしたり、捨てたりする
　（経済的暴力）　　　　　　　　　　　　 
　　・生活費を渡さない　 　　　　　　　
　　・自由にお金を使わせない　　　　　
　　・外で働くことを妨害する
　（性的暴力）
　　・望まない性行為を強要する
　　・中絶を強要する
　　・避妊に協力しない
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相談窓口 電話番号 時間帯

池田市立男女共生サロン
（女性のための相談） 072-751-7

なやみゼロ
830 午後 1時〜 4時

事前予約制

池田市人権・文化国際課 072-754-6231 午前 8時 45分〜
午後 5時 15分

大阪府池田子ども家庭セン
ター（DV専用） 072-751-3012 午前 9時〜

午後 5時 45分

大阪府女性相談センター 06-6949-6022
06-6946-7890 午前 9時〜午後 8時



コロナ禍が女性に及ぼす影響　
　
新型コロナウイルス感染症の拡大は、特に女性に深刻な影響を及ぼしています。
女性就業者が多いサービス産業などへの影響が大きく、完全失業者数は、男女とも
2020 年 4月以降は増加傾向にありますが、8月の女性の完全失業者数は 88万人で、
2015年 10月以降で最多となっています。また、外出自粛や休業などによる生活不安・
ストレスからのＤＶや性暴力の増加・深刻化が懸念されています。2020年 10月の女
性の自殺者数は 851人で、前年から 8割も増加しています。生活困窮に陥るひとり親
家庭の増加も危惧されます。また、医療・介護・保育の従事者には女性が多く、処遇
面や働く環境面が厳しい状況にあります。感染症による差別も報告されています。そ
して、緊急事態宣言下の休校・休園、さらに、テレワークの普及も女性の家事・育児
の負担を増加させました。
新型コロナウイルス感染症の拡大が及ぼした女性に対する深刻な影響は、男女共同
参画の重要性を改めて認識させることになりました。
今後は、固定的性別役割分担意識の払拭と、育児・介護などを社会全体で支える仕
組みの充実を図る施策の実施により、女性の雇用と所得を安定させることが重要です。

（図１・図２・図３）「コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会」（内閣府）
（http://www.gender.go.jp/kaigi/kento/covid-19/index.html）を加工して作成

図 1：完全失業者数

図 2：DV相談件数の推移

図 3：【子育て世帯】家族と過ごす時間の変化と子育てのしやすさ
満足度・満足度（生活全体）の変化

（総務省「労働力調査」より作成。季節調査値。）

DV相談件数の推移を見ると、2020 年 4月から 12月の相談件数は、14万 7,277 件で、
前年同期の約 1.5 倍。既に昨年度（2019 年度）全体の相談件数（11 万 9,276 件）を
大きく上回っている。

家族と過ごした時間の増加と、子育てのしやすさや生活全体の満足度の関係を見ると、
男女で異なる結果がみられる。

男性の場合は家族と過ごす時間が増加した方が「子育てしやすさ満足度」「満足度（生活
全体）」の低下幅が小さい一方、
女性の場合は家族と過ごす時間が増加した方が「子育てしやすさ満足度」「満足度（生活
全体）」の低下幅が大きい。

出典）内閣府男女共同参画局調べ
※全国の配偶者暴力相談支援センターからの相談件数は、1月 25日時点の暫定値。

（内閣府『「満足度・生活の質に関する調査」に関する第 4次報告書』より）

※「感染症拡大前」と「感染症影響下」の子育てのしやすさ満足度、満足度（生活全体）
を数値化したもの
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